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蟇

」

暗

毒

れない ．

　 3） ’
線維腫，顆粒膜細胞麗，プ レ ソ ネ ル 型腫瘍，莢膜

細 胞 腫 1二於 て は ， 腫瘍實 質細胞 は 二 弐螢光に 依 つ て の み

明 ら かに 認 め られ る．

　 4）　 ブ レ ソ ネ ル 型腫瘍 ， 穎粒膜細胞腫及 び ク．・v’一ケ ソ

a
’
7レ グ 氏腫瘍 は 固 有 螢光 を檢討 ぜ る 揚合，鑑別診斷 が 可

官皀で あ ろ．

　 5）　莢膜細胞腫 と線維 mal：於 て は，氷結 切 片標本 上 1：

．
發現 す ろ黄 蝎色 の 螢光 物 質に 依 つ て ， 鑑 別 診斷 は 容易 で

あ る．

　 62・超短波照射の 妊娠に及 ぼす影響特 に波長波

　　　 形依存性 に蹴いて

　　　　　　　　 （信大） 塩崎志名子 ， 橋詰　雅

　 超垣波 の 妊娠 i；及ぼす影響 tSl：波長 に 依 ろ選擇作用 に

つ い て は 從來大 し六研究 を 見ない が ， 私 等 は 妊賑家兎及

び 妊 mal：各種波長 の 超短波照躬 を行 ゼ 次 の 結果 を得 t二．

超短波發振器 は 佳友邁信瓶製 ， 使用管球 TC 　− 579− B

導 子1．4．m ，極 板 （10× 14crn）1囘の 逋電畤i
間30分．　　

’

　 （1）家兎 L：vaす る實驗 ； 交尾後10創14日 を經 て觸診叉

は レ 線冩眞に よ 9下腹部i二腫 瘍 を確認 亡得 t；妊 娠 家兎 に

1H1 同 5 日間 逹績照射 し 2 〜 3 日後 開腹， 主 と し
’
（胎

兒及 び 子 宮卵欒等 の 状態 を檢 しナニ。結果 は a ）波 長 6m

（4 例）で は胎 兒 に 異常 な き もの 1 ， 發 育 の 著 明 1：不 均等

な もの 】．．發育不 良及び浸軟 を認 めtlもの 1 ， 流産後 の

状態 を呈 しtこ もの 1 ，で b）波 長 20m （13例）で は 胎兒

異 常 な き もの 2 ， 發 育不 良 2 （1は 流 産 の 形 跡 ， 1 は 普

邇發育兒 を合併）胎 兒全部 の 死亡 d る もの 2 （1 例は 流産

を合併）照射 巾途 に 死亡 5 （3例 は 流産後 ，2 例 は 兒于宮

内 に存在）流 産後 1，不 明 1 で あ つ r：．死 亡 例 で は 全 例

に 全 身の 臓器粘膜に 強度 の 出血 を認 め7：．両一定 絛件 の

下 L：測定 しtこ照射時 の 皮膚電 極 間温度 39°一一5sec，直 腸

褞 度 370 −v43ec で温度 上 昇 の 高度 の もの 1：死亡 例 が 多か

つ †こ．

　 （2）妊嬬 t：−S す ろ 實駄 ： 妊娘 3 ヵ 月，輕 度 〜 中等 の 悪

阻 を伸 ll經妊 tw　3 ，初妊嬬 1例 に つ き，波 長 6m で 2 例 ，

20m で 2 例 を家兎 の 場合 と同様照射 し， 7NIO 日後 に 子

省 内 容除去術 を 行 い ，悪阻 症状，子 宮，胎 見，股 落膜等

の 状態 1：つ い て 觀察 し†こ．結果 は 波長20m を 照射 け 二 1

例 で 3 囘照 射 後 少量 の 出血 を訴 え六 が，下 腹痛 な く股藩

膜 り 」 部 に 小指頭大 の 凝血 を認 め7この み で，他 は 全 て 臨

．床 的，組織學 的に 著變 は 認 め な か つ ナこ．

　 以 上 ， 家兎 の 妊 娠 に對 して は或定度 胎兒發育の 阻害，

i

95− 35

死亡 等D 影響 を認めナニが ， 人體 の それに野して は殆ん ど

影響 が 見 られな か つ テこ．こり 賓驗 中抵抗器 Z）絶繰 不良か

ら出力 が 不 規則 に 増大 こ衝撃波的發 振 を見 ナこ． し か も温

度 上昇は 割合 に 少 く， こ の 時 に 照射 ttこ家兎 2 例 に胎 兒

全 部 の 死亡 を妊嬬 1例 に 出血 を見すこ こ と か ら電界強度 を

高 め，しか も温度 上 昇 を抑 え る こと が 出來 れば相 當 の 效

果 を期待 し得 る の では ない か と 考 え ナ：の で， その 後 は バ

ノ
V ス 發振法 を 採用 す る こ と 、 t ，なお 波形及 U 「發maと休

止 の 時間的割合等に つ い て 更に實驗をts め て い る．

　 63　・・胎生初期鐵代謝の 形態學的研究

　　　　　　　　　　　　1慈大）　渡　邊i 行　正

　 鐵 が無機養素 と して 生 體 の 機能營爲 上 極 め て重要な成

分 で あ る事は 云 5迄 もな く，從 つ て胎生，薪生 期間 の 鉞

代 謝 に關す る 研 究 も決 して 少 くは ない が
， 其多 くは 肝 ・

腕 こ於 け る含鐵量 の 逑 月 的淌長 に 關す るBlicker
，
　 Lewin

等 Z）論議を野稱 と す う もの で，胎 生 勧期 の 鐵 代 謝状況 を

胎見及 び 附 屬 物 に就 き形態的 に觀察 し7こ者 は 少 い ．演者

は 先 に胎生初期糖代謝 に就 き糖原 の 發現分布 を形態 的に

觀察報皆 しt二が 今囘更に鐵反應 に 依 り戡 の 發現分布 を 追

求 し胎生初期造血 と鐵，並 び に假装不 可覗鐵 と見做 さ る

る核戡 に 就き些 か 知見 を得 ナニの で報 皆 す ろ．

　 研 究方法 ： 各組織の 略 t 完備 Ot；胎齡5 乃 至 12週 に 至

る 新鮮胎芽33例 を材料 と し純 Alkoho1 固定，　 Paraffin
，

Celloidin 切片 に就 き非假装戡機出法 （Berlinerblati及

び Tarnbilllblafi反應）を施 しtこ．

　 研究成績 二 股落膜，羊膜 ， 及 び臍帶 に於け る發現 は概

ね微量 で 其發現状態 し不 定 であ ろ．卵黄嚢内胚 葉上皮及

び 中胚 葉，血 島部 に は 明 か な顆粒状 發 現 が あ り且 つ 内 胚

葉細胞 核 の 青染 が認 め られ る d 絨毛 上 皮 は初期 に發現 明

か で，ジ 細胞は 屡 k 帶状 に 青染 し， ラ兵細胞は 増殖島部

・の 瀰 蔓性青 染 を呈 t ， 核 は 何れ も青染 明 か な も の が 多

い ．然 こ斯 る著明發現期 は 極 めて 短 く胎 齢第10週 に は 既

に 認 め難 い もの が 多 い ．赤芽球核 は 何れ の 部 位 に 於て も

初期 は 淡青染 し屡 ヒ 微細顆粒 を 包 容 す るが 逐 齢 的 に漸減

し第11週 ！：て は 既 に認め難 く其淌長は 略 ミ絨毛 上 皮 と一 ．

致 す る．胎芽 1：於 て は 初期 に は 細胞核 の 青染 を 散見 す る

t：遏ぎ沿 が，胎齢第 7 邇 よ り肝 細胞 の 淡青染 を認 め ， 第

8 週 には 明 か な 青染鐵顆粒 の 沈着 を生 じ 次第に増量 を

示 こ，第11週 よ り更1こ造 骨組織 部 の 均 等青 染 を認 め る事

が 出來 る．

　以 上 を總括 し明 か に 戡發現 を認 め得 る饐卵黄嚢 絨 毛
．

肝 及 び 骨で あ り此 等組織 は 何れ も造血器官 で，而 も胎 生

t

4
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造血機轜 に
一

致 乙卵黄 嚢，絨毛 に 鐵が 初 發 已次 で 肝，骨

に 發現す る事實 は 明 か に 鐵 が 胎 生 造 血 1：密接不 可 缺 の 要

素 と考 え られ る．両 お 從來假装 不 可 親性 と されナニ核鐵 も

初期胎 生 組織 ！：於 て は
一般 鐵反應で檢 出 こ得 る 非暇装 可

覦鐵 で あ ろ事 を認 め t：．此 事實 は 核鐵 は 必 す こ も恨 装鐵

で ない 事 を意味 し， 戳化合物 の 區別 を認 めす戡反應 の 檢

出 は組織 の 含鐵量 に 依 る と なす Hileck の 所誂 に
一

致 す

ろ が，叉 他 方胎 生 組織 り 形 態 蹼能的未分化 に 依 り先 づ 非

假装貯藏鐵 り 状態 に あ リ次第 に機能的分化の 進 む に件 い

假装不 可視 の 所 謂核鐵 に 變化 す ろ事 も考え られ其何れ で

あ る か は 侮 お 明 か で な い ．

　64・人 胎児羊水嚥下蓮動 の 研 究

　　　　　　　 （徳島市民） 藤田　茂 ， 春 名完二

　優生保護法適應 の 妊婦24例 に 就 き本研究 を實施 す．母

體腹彗を 逋 じ羊膜腔 内 に 造 影劑 と し 〈 「ス ギ ウ ロ ン 」並 に

「モ ノレ ヨ ド
ー

ノレ
」 を注 入 む， 于宮内胎兒 の レ 線連續撮影並

に 娩 出胎 兒リ レ 線搬影組織學的檢査 を行 い ，叉羊膜腔内

t：色 素劑 と して 「ア ク チ ゾ ール 」並 に 「ト リ バ ソ ブ ラ ウ」を

注 入 t．娩出胎 兒 の 組織學的檢 査 を行 U’，次 の 事實 を知

れ り．

　1＞　人 胎 兒は 羊水 の 胃腸 内 嚥下 運動 を生 理 的能 動 的 に

營む，

　 2） 本 實驗 に 於 て は 身長20cm 　 5　h 月 の 胎 兒に し て 既

に 羊 水 の 胃腸 内 嚥i下 運 動 を 營 む を認 め ろ．

　 3）　羊膜腔 内注 入 造 影劑 は 1時間 10発前後で小腸内 に

進 入 し， 3〜 4 時間 に t て 小 腸下 端 に 逹 し，
24〜25時 間

に して 直腸 に 逹 す ろ．

　 4） 羊膜腔 内 ！：tr入 され ナこ「F り・・ ソ プ ラ ウ 」は 胃 ［：於

て そ の 粘膜 上 皮 細 胞原 形質内 に 微 細 顆 粒 と し て 侵入 し，

小腸 にて は 色素顆粒 を絨 毛 粘膜 上 皮細胞 内 に微細顆粒状

か ら滴状 と t て多量 に 見，ヌ，上皮細胞 を通 して絨毛中心

郡 の 淋 巴 毛 細管，更 ら！；粘膜下 淋 巴 毛 細 管 に 色素液 が 吸

取 され て い る。大 腸 ！：て は 粘 膜 上皮 細 胞 内 ！： 「ト リバ ソ

プ ラ ウ 」 微細顆粒 を認 め る．氣管支 に 於て は 顫毛 上 皮細

胞間 に 所 々 「ト リバ ソ ブ ラ ウ 」の 色素液 が 滴 XXI：著 明 に浸

透 して い う が ，上 皮細 胞 内 1こは 攝 取 され く い ない ．氣管

支枝氣管枝梢 並 ！二肺胞 内 に 滴状 を 亡 t二色素 を點 々 と見 ろ

外 皮 に て は 表 皮 表面 の 角暦 に色素 の 附 着 を見 ろ も吸收 像

は 認 め られ な い ．卵膜 は一
標 に 物 質性 に 青染 し羊膜 上 皮

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k

細 胞 は 所 々
一
部 濃 染 d る も顆粒状 の もの は 認 め ない ．肝

瞻嚢，腎， 脾，胸腺・副腎，臍帶，胎盤に は 「ト リ パ ソ

　プ ラ ウ」 色素を全 く認 め な V’。

財 こ崖科婦人斜學 會雜 誌　錵 3卷 　第 2 號

　5）　7x ギ ウ ロ y
」

「ア ク チ ゾー
ル 」

「 ト ）；パ ソ プ ラ ウ 」の

羊膜腔 内注 入 に よ る 母 兒兩 者 へ の 惡影響 は 認 め な い ．

　6）　 厂
モ ・レ ヨ ド

ー
ル
ド
」の 羊 膜 腔内注 入 は 母體 に 對 し何 等「

惡 影響な き も，胎 兒 は 2 例 共，娩 出前1二死亡 苞 り．

　65・妊孀血液 水分暈滔長 に關する研究

　　　　　　　　　　1三 重翳大1 田　 中　釜 　雄

　1）　生 理的妊娠貧血 に っ ゼ て特 に 水血症 の 來 る事 が妊

val：於て は 決定的 と な つ て 來 アニが 従 來 赤血球 ， 血色素 ，

血 球容積その 他血液 所 見 か ら妊娠貧血性 水血症 を論 じて

血 液 水分量，血清水分量 に つ い て 測 定 しt：者 は 少 な く，

太田が 女Etw　200 例 1こ就 い ズニ言則定 しtl業系責は あ ろが 従 來 の

Baug 氏 法 で測 定 こて ゼ る僞 に そ の 實驗成績 に不 安定 な

事 は 免 れ 沁 ．そ こで 余は 黒田氏改良注 に ょ り妊婦 623 例

非妊嬬30例 の 血 液血清水分量 を 測定 こ’妊 娠貧血 性 水血

症 を動 的 に 遉究 しtl．2） 簑驗方法 ，
ガ ラ ス 毛 細管 と ガ

ラ Z 毛 細管が 自由 1二入 る ガ ラ ス 鞘 を用意 し，ガ ラ ス 鞘 の

一一端 を閉鎮，化 學 天 秤 に て 0．1rng ま で測 定 Ag 毛 細 管 に

妊嬬血液 を入 れ 〔約0．L5g）ガ ラ ス 鞘 中に入れ他端 を閉鎧

牝 學 天 秤測 定 Bg 之 を ガ ス 眉で鞘 の
一

喘 を 開設1CO°C恒

温乾 燥後測定 Cg と す

　　　一濫 ・ … 舳 瀚 淋 腿 ・示す・

その 他赤血球數 ， 血色素量 ， 血清中 ク ロ ール 定量硫酸講

tWI：依 る血 液 血 管比重測定，それ よ り血 球 容積血漿蛋白1

量 を計算 し同時 に 血 球水分量 を も計 算 に 依 り算 出 こ九

實瞼成績 別表．3＞ 鰓括及び 結論，血 水量 2 ヵ 月な り 5

ヵ 月 まで 急激な増 加，6 ヵ 月よ り 9 ヵ 月 まで緩徐 な變 化 ，

10 ヵ 月 t：
’C妊娠前牛期の 値 に 戻 る．最 高 血 水 量 は 7 ヵ 月

非妊嬬 に 比 し2．79％ 」曾加清水量は 2 ヵ 月よ り 4 ヵ 月 ま で

急激 な増 加 ， 5 ヵ 月 よ り，7 ヵ 月 まで緩徐な變牝 7 ヵ 月以

後急 激 に 減 少 す．最高清 水量 ，
7 ヵ 月，非妊 嫌 に比 t1．18

％増加 ， 印ち 血水量 よ り清水量 の 囘復が 後牛期顯著 で あ

ろ．血液 比 重血 漿比 重 も血水量 と 同樣な經過 を取 る が 赤．

血 球 血 色素ヘマ ト v 　 ・J ツ ト値，ヘ モ グ ・ ビ ソ 全 量 は 7 カ

月以 後後牛期 の 囘復が顯著 ， 血漿蛋 白量 は 清水量 と 同 檪

な經 過 を取 ろ．血 球 水 分量 は 血水量 と は 邂 に減少 t ， 最

高 9 ヵ 月に 於 て ， 非妊嫌 に 比 し 4．9 ％ 減 少 を示 す。総 例

t：於 て ， 妊娠貧血水血症が 認 め られ例外 は な か つ tこ．故

t：妊 娠 に於 て ，賚血 と 水血症 は或程度生理 的 初 で あ ろ．

産嬬經産嬬 の 比 較 に於 て は 經 淕 が 水血 症 の 度 が 強 い ． t

か こ，清水量 で は後 孕期初産嫌 の 方 が増 加 す ろ．年 齡別

t：見 る と 初産は 血 水 量 は 全 期 を逓 じ著年 者 よ り高年 者 の

方 が 多 く清水量 は 前半 期高年 者 が 若年 よ り多 く後 牛 は 減

｛
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